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淳

一
、
近
世
陰
陽
道
の
研
究

　

陰
陽
道
と
は
、
平
安
時
代
中
期
に
朝
廷
社
会
の
需
要
に
応
じ
て
成
立
し
た
、
占

い
、
祓
い
、
暦
、
天
文
に
か
か
わ
る
祭
祀
・
技
術
の
こ
と
で
あ
る
と
、
ひ
と
ま
ず
考

え
る
こ
と
は
で
き
る
。
平
安
時
代
中
期
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
て

十
世
紀
前
後
で
あ
る
と
答
え
て
お
き
た
い
。
古
代
の
律
令
国
家
の
な
か
に
あ
っ
た
陰

陽
寮
の
官
人
の
ポ
ス
ト
が
、
し
だ
い
に
賀
茂
氏
、
安
倍
氏
と
い
う
特
定
氏
族
に
よ
っ

て
独
占
さ
れ
世
襲
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
陰
陽
道
形
成
の
歴
史
的
な
背
景

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

村
山
修
一
は
、
陰
陽
道
を
中
国
の
道
教
、
民
間
信
仰
と
同
一
視
し
て
、
陰
陽
道
が

中
国
か
ら
日
本
に
伝
来
し
た
と
考
え
て
、
そ
の
こ
と
を
主
張
し
）
1
（
た
。
し
か
し
現
在
の

日
本
人
研
究
者
で
は
、
陰
陽
道
＝
中
国
伝
来
説
を
信
じ
る
人
は
少
な
く
、
日
本
で
生

れ
た
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
祭
祀
・
技
術
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
共
有
化
さ

れ
て
い
る
。

　

長
い
間
、
陰
陽
道
の
研
究
は
、
平
安
時
代
を
中
心
に
し
て
き
た
が
、
一
九
九
〇
年

代
に
な
っ
て
か
ら
、
中
世
、
近
世
の
陰
陽
道
を
対
象
に
し
た
研
究
が
少
し
ず
つ
あ
ら

わ
れ
た
。
か
つ
て
陰
陽
道
は
、
中
世
末
に
没
落
し
た
と
語
ら
れ
て
、
近
世
の
陰
陽
道

は
、
古
代
・
中
世
の
陰
陽
道
の
形
骸
化
し
た
も
の
で
、
何
ら
新
し
い
思
想
的
な
内
容

は
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
研
究
が
著
し
く
進
み
、
近
世
社
会
に
お

け
る
陰
陽
道
の
組
織
形
態
や
、
天
文
、
暦
学
、
民
俗
知
識
と
の
関
係
が
解
明
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
陰
陽
道
は
近
世
の
宗
教
史
・
文
化
史
の
一
領
域
と
し
て
認
知
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
近
世
の
陰
陽
道
の
特
徴
を
、
つ
ぎ
に
四
点
挙
げ
て
み
た
い
。

　

第
一
に
、
賀
茂
氏
、
安
倍
氏
の
う
ち
賀
茂
氏
は
戦
国
時
代
末
に
断
絶
し
た
が
、
安

倍
氏
の
子
孫
で
あ
っ
た
土
御
門
家
は
生
き
残
っ
た
。
土
御
門
家
は
、
朝
廷
に
奉
仕
し

た
が
、
同
時
に
江
戸
幕
府
に
も
奉
仕
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ

て
京
都
を
追
放
さ
れ
た
土
御
門
久
脩
が
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
徳
川
家
康
の

力
で
帰
京
し
、
家
康
を
取
り
囲
み
懇
談
を
お
こ
な
う
昵
懇
衆
の
一
人
と
な
っ
た
こ
と

に
あ
）
2
（
る
。
そ
れ
以
来
、
土
御
門
家
は
幕
府
の
儀
式
に
奉
仕
す
る
役
目
を
負
っ
た
。
具

体
的
に
は
、
将
軍
宣
下
に
際
し
て
、
土
御
門
家
が
身
固
め
の
作
法
を
行
な
い
、
将
軍

就
任
に
際
し
て
私
邸
で
陰
陽
道
祭
祀
を
実
施
し
、
将
軍
へ
三
月
の
巳
日
祓
い
（
み
の

ひ
の
は
ら
い
）、
六
月
の
名
越
の
祓
い
（
な
ご
し
の
は
ら
い
）
の
た
め
の
御
札
を
届

け
て
い
た
。
身
固
め
は
、
平
安
時
代
の
天
皇
、
貴
族
が
、
外
出
す
る
の
に
際
し
て
、

外
部
の
悪
霊
か
ら
の
攻
撃
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
身
体
の
周
り
に
不
可
視
の
障
壁
を

つ
く
る
呪
法
で
あ
っ
た
。
幕
府
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
土
御
門
家
が
お
こ
な
う
儀

礼
的
行
為
が
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
土
御
門

家
に
た
い
し
て
、
公
武
（
朝
廷
、
幕
府
）
の
両
方
へ
奉
仕
し
て
い
る
と
い
う
自
負
と

誇
り
を
与
え
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
土
御
門
久
脩
が
家
康
の

面
識
を
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
後
の
土
御
門
家
の
運
命
を
切
り
開
い
た
と
い
え

る
。

　

第
二
に
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
、
土
御
門
家
が
本
所
に
な
っ
て
諸
国
の
陰
陽
師
を
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第
四
一
号

支
配
・
編
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
霊
元
天
皇
に
よ
る
綸

旨
、
そ
れ
を
追
認
す
る
将
軍
綱
吉
の
朱
印
状
が
、
土
御
門
家
へ
付
与
さ
れ
、
土
御
門

家
の
陰
陽
師
支
配
が
は
じ
ま
っ
）
3
（

た
。
幕
府
は
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の
寺
院
法

度
、
諸
社
禰
宜
神
主
法
度
に
よ
っ
て
僧
侶
、
神
職
を
管
轄
し
た
が
、
僧
侶
、
神
職
以

外
の
宗
教
者
に
関
し
て
も
、
し
だ
い
に
法
的
な
保
護
と
規
制
を
加
え
は
じ
め
た
。
幕

府
は
、
自
ら
の
支
配
機
構
で
は
把
握
し
づ
ら
い
流
動
的
な
勧
進
の
宗
教
者
を
掌
握
す

る
た
め
に
、
特
定
の
本
所
・
本
山
・
頭
を
利
用
し
た
。
本
所
・
本
山
・
頭
に
よ
る
編

成
と
い
う
視
角
は
、
高
埜
利
彦
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
以
降
、
近
世
の
諸
宗
教
者
研

究
を
前
進
さ
せ
、
大
き
な
成
果
を
う
み
だ
し
た
。
土
御
門
家
に
よ
る
陰
陽
師
の
支

配
・
編
成
で
は
、
配
下
に
た
い
し
て
許
状
・
職
札
と
い
う
ラ
イ
セ
ン
ス
を
配
布
し

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
配
下
の
営
業
活
動
を
守
り
、
許
可
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
土
御
門
家
を
頂
点
と
す
る
陰
陽
師
の
身
分
組
織
が
形
成
さ
れ
、
全
国
的
な
組
織

が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
土
御
門
家
の
配
下
支
配
の
方
針
が
、
近
世
中
期
で
あ
る
明
和
年
間
（
一

七
六
四
〜
一
七
七
一
）
こ
ろ
に
大
き
く
転
換
し
て
、
都
市
居
住
の
易
占
い
を
始
め
と

し
て
様
々
な
占
い
を
行
な
う
人
々
を
組
織
化
し
よ
う
と
し
）
4
（

た
。
ま
た
修
験
、
神
職
、

僧
侶
な
ど
他
の
系
列
の
宗
教
者
で
あ
ろ
う
と
、
占
い
を
行
な
う
場
合
に
は
、
土
御
門

家
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
論
理
を
作
り
あ
げ
た
。
こ
う
し
た
方
針
の
転
換
の

影
響
は
、
陰
陽
師
の
定
義
に
も
及
ん
だ
。
陰
陽
師
の
職
務
は
、
占
考
広
く
相
勤
め
る

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
当
時
の
陰
陽
師
に
賦
与
さ
れ
た
職
札
を
見
て
み
よ

う
。

　
　
「
定

　
　

一
、
天
社
占
考
広
可
相
勤
事

　
　

一
、
御
公
儀
御
法
度
之
儀
ハ
不
及
申
、
安
家
作
法
之
通
、
正
敷
可
相
守
事

　
　

一
、
非
義
非
道
之
占
考
、
異
法
、
新
法
之
行
事
仕
間
敷
事

　
　

一
、
雖
為
子
弟
無
届
陰
陽
道
占
考
仕
間
敷
事

　
　
　

右
之
趣
堅
相
守
、
職
業
正
敷
可
相
勤
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
御
門
二
位
殿
江
戸
役
所

　
　
　

年
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
権
頭　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
）
5
（

殿
」

「
天
社
」
と
は
土
御
門
家
の
家
職
や
陰
陽
道
を
意
味
し
て
い
た
か
ら
、「
天
社
占
考
」

と
は
、
土
御
門
家
が
管
轄
す
る
占
い
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
土
御
門
家
は
、
自

分
に
都
合
が
良
い
よ
う
に
占
い
を
解
釈
し
て
、
ど
の
よ
う
な
占
い
を
お
こ
な
う
場
合

も
、
土
御
門
家
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
言
い
出
し
た
。
ど
の
よ
う
な

宗
教
者
も
、
占
い
の
よ
う
な
こ
と
を
お
こ
な
っ
て
い
た
か
ら
、
土
御
門
家
の
戦
略
か

ら
す
れ
ば
、
修
験
、
神
職
、
僧
侶
も
土
御
門
家
配
下
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
修
験
、
神
職
、
僧
侶
は
、
土
御
門
家
の
配
下
に
な

り
た
く
は
な
か
っ
た
の
で
、
裁
判
沙
汰
に
な
っ
た
。

　

第
四
に
、
江
戸
幕
府
は
改
暦
（
暦
法
の
改
定
）
を
実
施
し
て
、
天
文
方
と
い
う
機

構
を
設
置
し
た
。
平
安
中
期
以
来
、
八
二
三
年
続
い
た
宣
明
暦
が
廃
止
さ
れ
て
、
貞

享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
幕
府
は
改
暦
を
実
行
し
た
。
貞
享
暦
を
作
成
し
た
の
は
、

渋
川
春
海
で
あ
っ
た
が
、
彼
に
協
力
し
、
天
皇
へ
改
暦
の
上
奏
を
行
な
っ
た
の
は
、

土
御
門
泰
福
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
も
土
御
門
家
は
、
毎
年
の
造
暦
、
そ
の
後
の
改

暦
に
も
関
わ
り
、
改
暦
の
上
奏
を
行
な
っ
た
。
宝
暦
改
暦
で
は
、
天
文
方
と
土
御
門

家
は
対
立
し
、
土
御
門
家
が
改
暦
を
主
導
し
た
。
造
暦
は
、
古
代
の
陰
陽
寮
の
官
人

の
職
務
に
ル
ー
ツ
が
あ
り
、
賀
茂
氏
が
暦
道
を
継
承
し
た
が
、
日
本
人
が
自
力
で
改

暦
に
成
功
し
た
の
は
、
貞
享
暦
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
近
世
の
土
御
門
家
に
と
っ
て

改
暦
、
造
暦
は
、
以
前
よ
り
も
遥
か
に
重
要
な
業
務
に
な
っ
た
。
地
方
の
天
文
暦
学
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者
は
、
土
御
門
家
の
門
弟
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
た
場
合
が
多
か
っ
）
6
（
た
。

　

以
上
が
、
近
世
の
陰
陽
道
の
主
な
特
徴
で
あ
る
。
な
か
で
も
重
要
な
の
は
、
第
二

の
土
御
門
家
に
よ
る
陰
陽
師
支
配
・
編
成
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
陰

陽
師
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
修
験
、
神
職
、
神
子
、
神
事
舞
太
夫
、
虚
無
僧
、
夷

願
人
な
ど
様
々
な
宗
教
者
、
芸
能
者
が
、
本
所
・
本
山
・
頭
に
支
配
・
編
成
さ
れ
た

こ
と
と
同
じ
く
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
宗
教
者
統
制
の
一
環
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
将
軍
の
朱
印
状
、
幕
府
の
触
れ
に
基
づ
い
て
、
土
御
門
家
が
配
下
を
支
配
・
編

成
し
、
陰
陽
師
と
い
う
身
分
集
団
を
生
み
出
し
た
点
は
重
要
で
あ
る
。

　

僧
侶
、
神
職
、
修
験
と
は
異
な
る
面
が
、
陰
陽
師
に
は
あ
っ
た
。
僧
侶
は
、
剃
髪

で
袈
裟
を
着
て
、
神
職
は
烏
帽
子
を
か
ぶ
り
、
羽
織
、
袴
を
身
に
つ
け
、
修
験
は
、

頭
巾
を
か
ぶ
り
、
山
伏
体
の
服
装
を
し
て
い
る
。
外
見
か
ら
す
ぐ
に
わ
か
る
身
分
的

な
表
徴
を
つ
け
て
い
た
。
そ
れ
と
比
較
す
る
と
陰
陽
師
は
、
決
ま
っ
た
服
装
は
な

か
っ
た
。
位
の
高
い
陰
陽
師
は
、
布
衣
を
着
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
一
般
の
陰
陽
師
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
三
河
万
歳
師
、
里
神
楽
師
、
歌
舞
伎

役
者
、
天
文
暦
学
者
な
ど
多
様
な
職
掌
の
人
々
が
、
土
御
門
家
配
下
に
な
っ
て
お

り
、
土
御
門
家
は
、
一
律
の
装
束
の
規
定
を
も
た
な
か
っ
た
。
配
下
と
土
御
門
家
と

の
関
係
は
、
配
下
に
よ
る
上
納
金
の
上
納
と
、
土
御
門
家
か
ら
の
許
状
の
下
付
と
を

基
本
に
し
て
い
た
。
大
胆
に
言
う
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
者
、
芸
能
者
も
、
金

銭
さ
え
払
え
ば
土
御
門
家
の
許
状
を
も
ら
う
こ
と
は
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
お
こ
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
事
件
を
紹
介
す
る

こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
事
件
で
首
謀
者
の
一
人
と
さ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
処
刑

さ
れ
た
豊
田
み
つ
き
は
、
土
御
門
家
配
下
の
陰
陽
師
で
も
あ
っ
た
。
い
ま
ま
で
キ
リ

シ
タ
ン
研
究
者
に
よ
っ
て
、
研
究
さ
れ
て
き
た
事
件
で
あ
っ
た
）
7
（
が
、
私
は
、
陰
陽
道

研
究
の
視
点
を
活
用
し
て
、
新
し
い
解
釈
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
う
。

二
、
文
政
期
京
坂
キ
リ
シ
タ
ン
一
件

　

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
大
坂
、
京
都
で
キ
リ
シ
タ
ン
が
検
挙
さ
れ
る
と
い
う

事
件
が
お
こ
っ
た
。
さ
の
と
い
う
女
性
が
、
家
主
の
与
兵
衛
を
は
じ
め
多
く
の
人
か

ら
金
銭
、
衣
類
を
集
め
た
が
、
約
束
し
て
い
た
利
子
を
払
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
、
与
兵
衛
ら
に
訴
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
事
件
の
発
端
で
あ
っ
た
。
文
政
八
年
の
頃

よ
り
、
京
都
か
ら
公
家
の
御
隠
居
が
堂
島
に
来
て
お
り
、
加
持
祈
祷
を
お
こ
な
い
、

吉
凶
禍
福
を
予
告
し
、
信
仰
す
れ
ば
依
頼
人
の
家
が
自
然
に
繁
栄
す
る
と
い
う
評
判

が
た
っ
た
。
そ
の
御
隠
居
が
、
さ
の
で
あ
っ
た
。
さ
の
の
主
神
は
稲
荷
明
神
で
あ
っ

て
、
さ
の
は
稲
荷
明
神
を
下
げ
て
、
病
気
治
し
、
吉
凶
の
占
い
な
ど
を
お
こ
な
っ
て

い
た
。
さ
の
は
、「
病
人
、
難
渋
者
を
救
う
た
め
に
修
法
を
お
こ
な
っ
て
い
る
か

ら
、
出
資
し
て
ほ
し
い
。
出
資
す
れ
ば
稲
荷
明
神
が
利
息
を
増
や
し
て
利
息
を
戻

す
」
と
約
束
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

　
　
「
わ
れ
、
金
銀
を
神
力
に
て
ふ
や
し
や
る
べ
し
、
ま
ず
試
に
、
銭
一
貫
に
て
も

十
貫
に
て
も
預
け
て
み
よ
」
と
言
う
。
人
々
は
、
欲
心
多
か
っ
た
の
で
、
誰
も

が
こ
れ
に
だ
ま
さ
れ
、
み
な
み
な
金
銭
を
、
さ
の
に
預
け
た
が
、
銭
十
貫
預
け

た
ら
、
そ
の
月
末
に
い
た
り
て
、
三
貫
の
利
息
を
つ
け
、
三
貫
を
持
っ
て
行

き
、
預
け
た
者
に
三
貫
を
見
せ
て
信
用
さ
せ
て
、「
わ
ず
か
一
ケ
月
に
て
三
貫

の
利
息
が
つ
い
た
か
ら
、
帳
面
に
控
と
し
て
利
息
額
を
記
入
せ
よ
」
と
帳
面
に

書
か
せ
）
8
（
た

し
か
し
実
際
に
は
さ
の
は
、
利
息
を
払
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
、
信
用
を
失

い
、
人
々
は
も
と
も
と
の
元
金
を
返
却
し
て
ほ
し
い
と
催
促
し
始
め
た
。
そ
う
す
る

と
、
さ
の
は
怒
り
を
表
し
て
、「
稲
荷
明
神
が
御
苦
労
を
し
て
、
利
息
を
ふ
や
し
て
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お
ら
れ
る
最
中
な
の
だ
。
今
に
な
っ
て
、
返
却
し
て
ほ
し
い
と
申
し
上
げ
る
と
は
、

稲
荷
明
神
の
神
慮
に
叶
い
難
い
。
神
罰
を
蒙
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
あ
な
た
方
の
身
の

為
に
な
ら
な
い
」
と
恫
喝
し
）
9
（

た
。

　

さ
の
は
、
総
額
銀
七
十
二
貫
余
り
を
集
め
て
、
そ
れ
を
返
却
し
な
か
っ
た
た
め
に

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
。
さ
の
は
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
正
月
に
大
坂
東
町
奉
行

与
力
、
大
塩
平
八
郎
に
よ
っ
て
召
し
捕
ら
え
ら
れ
、
吟
味
が
行
な
わ
れ
た
。
さ
の
の

供
述
に
よ
っ
て
、
稲
荷
明
神
下
げ
は
世
を
欺
く
方
便
で
あ
り
、
実
は
「
キ
リ
シ
タ
ン

宗
門
」
を
天
満
竜
田
町
に
住
む
き
ぬ
か
ら
受
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
う
し

て
次
々
と
、
き
ぬ
、
さ
ら
に
き
ぬ
の
師
匠
で
あ
っ
た
京
都
八
坂
上
町
に
住
む
豊
田
み

つ
き
が
検
挙
さ
れ
た
。
大
塩
が
、
彼
女
た
ち
を
取
調
べ
る
こ
と
で
、
教
祖
と
い
う
べ

き
水
野
軍
記
と
い
う
人
物
が
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

軍
記
は
、
肥
前
島
原
に
生
れ
、
の
ち
に
上
京
し
て
、
京
都
で
宮
仕
を
し
て
、
借
金

の
取
り
立
て
な
ど
で
生
計
を
立
て
て
い
た
と
い
）
10
（

う
。
軍
記
は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の

『
天
主
実
義
』
な
ど
を
独
学
し
て
お
り
、
独
自
に
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
抱
き
、
少
数

の
門
弟
を
前
に
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
講
釈
を
し
、
天
帝
画
像
を
見
せ
て
天
帝

の
秘
法
を
伝
授
し
て
い
た
。
豊
田
み
つ
き
、
き
ぬ
は
、
そ
の
よ
う
に
秘
伝
を
伝
授
さ

れ
た
門
弟
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

軍
記
に
は
、
藤
井
右
門
、
高
見
屋
平
蔵
、
藤
田
顕
蔵
な
ど
と
い
う
男
性
の
門
弟
も

い
た
が
、
彼
ら
も
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
。
大
塩
は
彼
ら
を
キ
リ
シ
タ
ン

と
し
て
取
り
扱
い
、
大
坂
東
奉
行
か
ら
幕
府
評
定
所
へ
提
出
し
た
吟
味
書
で
も
キ
リ

シ
タ
ン
だ
と
主
張
し
た
。
し
か
し
幕
府
評
定
所
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
扱
う
こ
と

に
慎
重
な
態
度
を
し
め
し
、
再
捜
査
を
命
じ
た
。
と
こ
ろ
が
老
中
は
、
す
で
に
世
間

で
こ
の
事
件
は
広
く
噂
に
な
っ
て
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明

し
た
時
の
社
会
的
混
乱
や
キ
リ
シ
タ
ン
制
禁
の
弛
緩
を
心
配
し
、
大
塩
の
判
断
を
支

持
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
を
追
認
し
）
11
（

た
。
文
政
十
二
年
十
二
月
に

み
つ
き
、
平
蔵
、
す
で
に
獄
死
し
た
さ
の
、
き
ぬ
、
右
門
、
顕
蔵
が
死
罪
と
な
っ

た
。
全
員
で
六
十
五
名
が
処
罪
さ
れ
る
と
い
う
大
事
件
と
な
っ
た
。

三
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
「
天
主
教
」

　

従
来
こ
の
事
件
に
関
心
を
寄
せ
、
論
文
を
書
い
て
き
た
研
究
者
は
、
主
に
キ
リ
シ

タ
ン
研
究
者
か
、
大
塩
平
八
郎
の
研
究
者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
は
、
近

世
初
期
に
弾
圧
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
系
譜
と
は
別
な
存
在
で
あ
る
と
認
識
し
た
点

で
共
通
し
て
い
た
。
海
老
沢
有
道
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
・
清
時
代
の
天
主
教
書

の
影
響
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
的
信
仰
と
い
う
見
方
は
、
的
を

射
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
山
根
智
代
美
、
関
民
子
の
研
究
に
よ
っ
て
開
拓

さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
は
、
男
性
門
弟
と
女
性
門
弟
の
違
い
を
考
え
る
上
で
有

効
で
あ
る
。
軍
記
の
も
と
に
お
い
て
、
す
で
に
男
性
門
弟
と
女
性
門
弟
と
で
は
、
入

信
の
契
機
も
目
的
も
違
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
陰
陽
道
・
天
文
暦
学

の
研
究
の
成
果
に
照
ら
し
て
、
こ
の
事
件
を
再
解
釈
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
、
つ

ぎ
に
三
点
に
わ
け
て
論
じ
た
い
。

（
1
）「
天
主
教
」

　

海
老
沢
が
述
べ
た
よ
う
に
、
明
・
清
時
代
の
天
主
教
書
の
密
行
と
そ
の
影
響
に

よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
新
た
に
形
成
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
的
信
仰
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
、
第
八
代
将
軍
吉
宗
に
よ
る
禁
書
政
策
の
転
換
に
あ
っ

た
。
吉
宗
は
、
西
洋
の
自
然
科
学
の
有
効
性
を
知
っ
て
お
り
、
実
験
、
観
測
に
も
関

心
を
寄
せ
て
い
た
。
自
ら
雨
量
を
測
定
し
た
り
、
天
文
器
具
を
発
明
し
た
り
し
て
い
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）

た
と
い
わ
れ
て
い
）
12
（
る
。
吉
宗
は
、
西
洋
の
最
新
の
天
文
学
を
ふ
ま
え
て
改
暦
を
お
こ

な
い
た
い
と
考
え
て
、
ブ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
建
部
賢
弘
に
相
談
す
る
と
、
建
部
は
、

中
根
玄
圭
を
推
薦
し
た
。
中
根
は
、
吉
宗
に
命
ぜ
ら
れ
て
『
暦
算
全
書
』
を
訳
し
た

が
、
西
洋
天
文
学
の
抄
録
で
あ
っ
た
の
で
、
も
と
の
本
を
見
た
い
と
申
し
出
て
、
許

さ
れ
た
。
そ
の
折
に
中
根
は
、
吉
宗
に
「
耶
蘇
宗
を
厳
し
く
禁
じ
て
い
る
の
で
、
天

主
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
と
い
う
文
字
が
あ
る
書
物
す
べ
て
は
、
長
崎
で
焼
却
さ
れ
て

い
ま
す
。
わ
が
国
の
暦
学
を
盛
ん
に
し
た
い
と
お
考
え
な
ら
ば
、
禁
書
を
弛
め
る
べ

き
で
し
ょ
う
」
と
進
言
し
て
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
年
に
キ
リ
ス
ト
教
教
義
に

関
係
し
な
い
洋
書
の
輸
入
が
解
禁
さ
れ
）
13
（
た
。
こ
の
こ
と
は
、
西
洋
の
学
術
に
対
す
る

知
識
を
増
加
さ
せ
、
蘭
学
の
隆
盛
を
も
た
ら
し
、
知
識
人
の
間
で
キ
リ
ス
ト
教
＝
邪

宗
門
観
を
後
退
さ
せ
た
こ
と
は
十
分
想
定
で
き
）
14
（
る
。
中
国
の
天
文
学
は
、
イ
エ
ズ
ス

会
の
宣
教
師
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
当
時
天
文
暦
学
を
勉
強
し
よ
う
と
す
る
人

は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
、
ア
ダ
ム
・
シ
ャ
ー
ル
と
い
っ
た
宣
教
師
の
書
い
た
著
述
を

読
ま
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
書
物
は
依
然
禁
書
で
は
あ
っ

た
が
、
そ
れ
を
入
手
し
、
写
本
を
つ
く
っ
て
読
む
人
々
が
現
れ
、
そ
う
し
た
知
識
に

基
づ
い
て
論
を
展
開
す
る
書
物
も
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

天
文
暦
学
に
関
心
の
あ
る
知
識
人
は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
『
坤
與
万
国
全
図
』
を

見
て
世
界
を
想
像
し
、
ア
ダ
ム
・
シ
ャ
ー
ル
『
西
洋
新
暦
書
』
に
学
ん
で
い
た
。
さ

ら
に
ケ
ー
グ
ラ
ー
『
暦
象
考
成
後
編
』
を
読
む
人
々
も
現
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
著
者

み
な
、
中
国
で
布
教
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
。
幕
府
の
天
文
方
に

な
っ
た
高
橋
至
時
、
間
重
富
は
、
ケ
ー
グ
ラ
ー
『
暦
象
考
成
後
編
』
を
読
解
し
た
上

で
、
寛
政
改
暦
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
有
名
な
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
情
勢
は
、

西
洋
の
天
文
学
者
へ
の
尊
敬
の
念
を
呼
び
起
こ
し
、
著
者
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
邪
宗
門
観
を
必
ず
や
後
退
さ
せ
た

は
ず
で
あ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
の
書
物
へ
の
関
心
に
導
か
れ
て
、
水
野
軍
記
の
講
義
を
聞
き
、
門
弟

に
な
っ
た
男
性
た
ち
は
、
宗
教
的
な
知
を
求
め
て
い
た
。
禅
宗
の
僧
侶
で
あ
っ
た
高

見
屋
平
蔵
は
、
軍
記
の
講
義
に
出
て
、「
御
制
禁
で
あ
る
西
洋
人
の
著
述
を
読
み
、

そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
理
論
を
知
れ
ば
、
儒
教
、
仏
教
な
ど
が
及
ぶ
べ
き
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
」
と
述
）
15
（
べ
、
西
洋
の
学
術
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
藤
田
顕

蔵
も
、「
御
制
禁
と
心
得
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
書
類
を
求
め
所
蔵
し
て
、
医
学

修
行
の
助
け
に
し
た
い
」
と
希
望
し
て
い
）
16
（
た
。
二
人
と
も
、
西
洋
の
学
術
が
高
い
水

準
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
西
洋
の
学
術
の
背
後
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し

て
も
肯
定
的
で
あ
っ
た
。
軍
記
が
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
書
物
を
読
ん
で
、
自
己
流
に

キ
リ
ス
ト
教
的
信
仰
を
持
つ
に
い
た
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
中
国
で
布
教
し
た
イ
エ
ズ

ス
会
宣
教
師
の
「
天
主
教
」
を
基
礎
に
し
て
い
た
。
中
国
の
「
天
主
教
」
は
、
西
洋

の
天
文
学
と
共
存
し
、
儒
教
と
も
協
調
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
天
主
教
」

が
、
禁
書
輸
入
解
禁
以
降
、
蘭
学
、
天
文
学
の
発
展
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
、
社
会

の
な
か
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
軍
記
は
、
そ
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
背
後
に
は
、
無

数
の
軍
記
が
、
当
時
の
日
本
社
会
に
い
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。「
天
主

教
」
へ
の
共
感
は
、
西
洋
の
学
知
を
求
め
て
や
ま
な
い
当
時
の
知
識
人
の
好
奇
心
や

探
究
心
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
軍
記
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
経

由
の
「
天
主
教
」
で
あ
っ
て
、
近
世
初
期
に
弾
圧
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
に
由
来
す
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
近
世
後
期
の
日
本
社
会
で
キ
リ
ス
ト
教
＝
邪
宗
門
観
が
後
退

し
て
い
く
な
か
で
、
そ
れ
を
背
景
に
し
て
、
軍
記
を
中
心
と
し
た
秘
密
的
な
カ
ル
ト

が
誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
時
期
に
、
流
行
神
、
富
士
講
、
御
嶽
講
、
大
山

講
、
如
来
教
な
ど
の
組
織
が
生
れ
た
が
、
特
徴
と
し
て
は
聖
職
者
で
は
な
く
、
俗
人

が
中
核
と
な
っ
て
修
行
を
お
こ
な
う
点
が
あ
っ
た
。
軍
記
の
秘
密
結
社
も
、
俗
人
、
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と
く
に
女
性
信
者
の
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
衆
宗

教
の
動
向
と
通
底
し
て
い
）
17
（

た
。

（
2
）
土
御
門
家
の
ゆ
る
や
か
な
支
配
・
編
成

　

首
謀
者
と
さ
れ
る
み
つ
き
は
、
稲
荷
明
神
を
下
げ
、
加
持
祈
祷
・
吉
凶
判
断
を
行

な
う
行
者
で
あ
り
、
土
御
門
家
配
下
の
陰
陽
師
で
あ
っ
た
。
み
つ
き
の
兄
、
夫
も
占

い
で
生
計
を
立
て
て
お
り
、
み
つ
き
の
周
り
は
占
い
、
易
を
行
な
う
人
た
ち
が
多
く

い
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
水
野
軍
記
、
高
見
屋
平
蔵
も
易
道
を
学
び
、
占
い
を

行
な
っ
て
い
た
。「
文
政
十
二
年
切
支
丹
始
末
」
で
は
、
み
つ
き
が
稲
荷
明
神
下
げ

を
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
「
狐
を
祭
れ
る
也
。
此
類
京
・
摂
の
間
に
多
し
」
と
注

を
入
れ
て
お
）
18
（

り
、
同
様
な
宗
教
者
が
京
都
、
摂
津
に
た
く
さ
ん
い
た
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。

　

近
世
の
中
期
頃
か
ら
、
土
御
門
家
は
、
配
下
支
配
・
編
成
の
方
針
を
変
え
、
都
市

で
占
い
を
行
な
う
人
々
を
積
極
的
に
取
り
込
も
う
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
、

京
都
、
大
坂
に
お
い
て
土
御
門
家
の
配
下
の
陰
陽
師
は
急
増
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
で
土
御
門
家
は
、
配
下
に
ラ
イ
セ
ン
ス
を
配
っ
て
も
、
そ
の
配
下
が
ど

の
よ
う
な
職
業
の
者
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
関
知
し
な

か
っ
た
。
配
下
の
陰
陽
師
に
決
ま
っ
た
装
束
を
与
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
点
は
、
装
束
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
も
っ
た
僧
侶
、
神
職
、
修
験
と
は
違
っ

て
い
た
。
ま
た
土
御
門
家
は
、
陰
陽
道
の
教
義
・
世
界
観
を
打
ち
出
す
こ
と
は
な

く
、
配
下
へ
の
修
行
や
儀
礼
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
伝
授
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
み

つ
き
た
ち
が
、
自
分
た
ち
で
登
山
、
滝
行
な
ど
の
修
行
方
法
を
開
発
し
、
軍
記
経
由

で
自
由
に
「
天
主
教
」
の
崇
拝
対
象
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
土
御
門
家

の
ゆ
る
や
か
な
配
下
の
支
配
・
編
成
を
前
提
に
し
て
い
た
。
本
所
で
あ
る
土
御
門
家

は
、
配
下
の
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
関
知
せ
ず
、
上
納
金
が
あ
が
れ
ば
機
械
的
に
ラ
イ
セ

ン
ス
を
与
え
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
事
件
の
裁
許
が
出
さ
れ
た
時
に
は
、
み
つ
き
に

取
り
次
い
だ
土
御
門
家
配
下
の
陰
陽
師
で
あ
っ
た
竹
内
近
江
も
処
罰
の
対
象
に
な
っ

た
。
土
御
門
家
と
配
下
支
配
・
編
成
の
関
係
は
ゆ
る
や
か
で
は
あ
っ
た
が
、
幕
府
は

土
御
門
家
に
対
し
て
配
下
の
陰
陽
師
の
人
別
を
把
握
し
、
管
理
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
た
。（

3
）
宗
教
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　

み
つ
き
、
き
ぬ
、
さ
の
の
人
生
に
は
、
共
通
点
が
多
い
。
男
性
門
弟
が
、
書
物
の

知
を
も
っ
た
教
養
人
で
あ
っ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
、
下
層
社
会
の

生
ま
れ
で
貧
し
く
不
遇
な
境
遇
に
あ
り
、
両
親
を
亡
く
し
、
夫
に
先
立
た
れ
る
経
験

を
持
っ
て
い
る
。
中
年
に
な
っ
て
か
ら
修
行
を
は
じ
め
る
が
、
男
を
持
た
な
い
こ
と

を
条
件
に
し
て
、
互
い
の
姉
妹
の
関
係
が
優
先
さ
れ
た
。
再
婚
を
し
な
い
決
意
で

あ
っ
た
か
ら
、
彼
女
た
ち
は
自
ら
稼
が
な
く
て
は
な
ら
ず
、
奇
瑞
を
現
す
ほ
ど
の
霊

力
を
獲
得
し
て
、
プ
ロ
の
稲
荷
明
神
下
げ
の
行
者
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
決
意
し

た
。
父
や
夫
に
頼
ら
ず
に
自
立
的
に
生
き
よ
う
と
す
る
中
年
女
性
に
と
っ
て
、
稲
荷

行
者
は
数
少
な
い
職
業
の
選
択
肢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
女
性
同
士
の
絆
を
重

視
し
、
男
性
に
依
存
し
な
い
こ
と
を
明
言
し
た
点
で
、
み
つ
き
た
ち
は
女
性
信
者
に

よ
る
新
興
宗
教
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
み
つ
き
は
、
史
料
の
な
か
で
「
女
陰

陽
師
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　
「
女
僧
侶
」、「
女
修
験
」、「
女
神
職
」
と
い
う
言
い
方
が
成
り
立
た
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、「
女
陰
陽
師
」
が
成
り
立
つ
の
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
僧
侶
に
対
し

て
は
尼
僧
、
修
験
に
対
し
て
は
県
神
子
（
あ
が
た
み
こ
）、
神
職
に
対
し
て
は
神
子

と
い
う
よ
う
に
男
女
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
役
割
分
担
が
、
宗
派
・
組
織
に
お
い
て
明
確

215



─　  （　）─7

天
主
教
と
女
陰
陽
師
（
林
）

に
あ
る
の
と
比
較
し
て
、
土
御
門
家
の
配
下
で
は
、
男
女
の
差
異
は
そ
れ
ほ
ど
明
確

で
は
な
い
。「
陰
陽
師
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
元
来
は
男
性
中
心
で
は
あ
っ
た
が
、
土

御
門
家
は
、
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
陰
陽
師
と
し
て
ラ
イ
セ
ン
ス
を
授
与
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
み
つ
き
の
よ
う
な
「
女
陰
陽
師
」
を
生
み
出
し
た
。

　

こ
の
事
件
は
、
巧
み
な
さ
の
の
集
金
方
法
に
対
す
る
、
金
銭
を
預
け
た
人
た
ち
に

よ
る
訴
訟
か
ら
始
ま
っ
た
。
大
坂
東
町
奉
行
が
、
芋
づ
る
式
に
関
係
者
を
捕
縛
し

て
、
教
祖
的
人
物
と
し
て
水
野
軍
記
を
探
り
出
し
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
す
で
に
軍

記
は
死
亡
し
て
い
て
、
彼
の
思
想
、
信
仰
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
取

締
り
の
責
任
者
で
あ
っ
た
大
塩
も
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
大
塩
は
、
み
つ
き
、
き
ぬ
、
さ
の
を
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
認
定
し
て
、
そ
れ
に

沿
っ
て
事
件
を
処
理
し
た
。
軍
記
の
門
弟
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
差
異
が
大
き
く
あ

り
、「
天
主
教
」
の
教
義
へ
の
関
心
は
男
性
門
弟
に
は
共
有
さ
れ
て
い
た
が
、
女
性

門
弟
に
は
実
は
薄
か
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
、
稲
荷
明
神
下
げ
の
行
者
に
な
ろ
う
と
決

意
し
、
天
帝
の
図
を
見
せ
ら
れ
て
、
秘
儀
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
通
の

稲
荷
行
者
と
一
線
を
ひ
い
た
強
力
な
霊
力
を
獲
得
し
た
と
い
う
誇
り
を
持
っ
て
い

た
。
彼
女
た
ち
は
、
一
向
宗
、
日
蓮
宗
を
も
、
過
去
・
未
来
を
説
く
こ
と
が
で
き
た

と
し
て
も
、
現
世
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
能
力
は
な
い
と
言
っ
て
見
下
し
、
天
帝
の
霊

力
に
全
幅
の
信
頼
を
よ
せ
た
。
軍
記
や
男
性
門
弟
の
「
天
主
教
」
へ
の
傾
倒
は
、
当

時
と
し
て
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
幕
府
が
恐
れ
た
の
は
、
女

性
の
稲
荷
行
者
の
不
動
心
で
は
な
く
て
、
キ
リ
ス
ト
教
＝
邪
宗
門
観
が
後
退
し
た
こ

と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
や
西
洋
文
化
へ
の
憧
憬
が
社
会
に
蔓
延
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
事
件
が
起
こ
っ
て
処
分
の
決
ま
る
ま
で
の
間
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
が
起

こ
り
、
幕
府
を
震
撼
さ
せ
た
。
西
洋
の
船
舶
が
日
本
列
島
に
近
づ
く
こ
と
が
頻
繁
に

お
こ
り
、
さ
ら
に
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
が
お
こ
っ
て
、
対
外
的
危
機
が
高
ま
る
な
か
、

国
内
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
＝
邪
宗
門
観
の
後
退
は
、
支
配
階
層
に
と
っ
て
由
々
し

き
出
来
事
で
あ
っ
た
。

四
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
完
成

　

幕
府
評
定
所
が
、
み
つ
き
、
き
ぬ
、
さ
の
た
ち
を
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
認
定
す
る

こ
と
を
憚
っ
た
こ
と
の
最
大
の
理
由
は
、
さ
の
が
長
崎
に
行
っ
て
踏
絵
を
踏
ん
で
き

た
事
実
に
あ
っ
た
。
踏
絵
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
摘
発
と
キ
リ
ス
ト
教
棄
教
を
目
的
と
し

た
制
度
で
あ
っ
た
。
九
州
で
は
、
領
民
に
踏
絵
を
踏
ま
せ
る
制
度
が
、
近
世
を
通
じ

て
継
続
し
て
い
た
。
踏
絵
制
度
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
さ
の
は
、
踏
絵
に
描
か
れ
た

天
帝
の
本
体
を
目
に
し
た
こ
と
を
喜
び
、
進
ん
で
踏
絵
を
踏
ん
だ
の
だ
か
ら
、
キ
リ

シ
タ
ン
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
評
定
所
は
、
さ
の
た
ち
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
な
く

単
な
る
異
法
を
お
こ
な
う
者
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
吟
味
し
直
し
を
命
じ
た
。
し

か
し
老
中
は
、
評
定
所
の
決
議
を
覆
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
の
処
分
を
追
認
す

る
が
、
そ
れ
に
際
し
て
、
さ
の
の
供
述
か
ら
長
崎
に
行
っ
て
踏
絵
を
踏
ん
だ
記
述
を

削
除
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
三
人
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
の
相
違
に
こ
そ
、

こ
の
問
題
を
解
く
鍵
は
あ
）
19
（
る
。

　

豊
田
み
つ
き
の
家
族
も
夫
も
、
占
い
で
生
計
を
立
て
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
兄

は
、
渡
辺
主
計
と
名
乗
っ
て
、
易
占
い
で
渡
世
し
て
い
た
。
夫
の
斉
藤
伊
織
は
、
神

主
の
家
に
生
れ
て
、
稲
荷
明
神
下
げ
や
易
占
い
を
得
意
と
し
て
い
た
。
伊
織
は
、
土

御
門
家
配
下
の
竹
内
筑
後
に
頼
み
、
自
分
も
陰
陽
師
の
許
状
を
う
け
て
い
た
。
み
つ

き
は
、
夫
の
伊
織
か
ら
稲
荷
明
神
下
げ
を
習
っ
て
、
禊
の
祓
い
や
易
道
を
身
に
つ
け

て
、
陰
陽
師
の
許
状
を
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
伊
織
は
浮

気
を
し
て
失
踪
し
、
失
意
の
な
か
で
み
つ
き
は
軍
記
に
出
会
う
。
軍
記
は
み
つ
き

214
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に
、
一
生
男
を
持
た
ず
修
行
に
励
め
ば
、
秘
法
を
伝
授
す
る
と
約
束
す
る
。
み
つ
き

は
、
東
山
若
王
寺
滝
で
水
行
に
う
ち
こ
み
、
修
行
の
日
々
を
過
ご
し
て
、
つ
い
に
軍

記
よ
り
天
帝
の
秘
法
を
伝
授
さ
れ
る
。
軍
記
よ
り
天
帝
画
像
を
見
せ
ら
れ
て
、
右
の

中
指
を
切
っ
て
そ
の
血
を
天
帝
の
胸
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
注
ぎ
か
け
る
よ
う
に
指

示
さ
れ
、
セ
ン
ス
マ
ル
ハ
ラ
イ
）
20
（

ソ
の
陀
羅
尼
を
唱
え
る
こ
と
、
独
身
を
通
し
て
修
行

を
続
け
る
こ
と
を
説
諭
さ
れ
る
。
天
帝
画
像
と
は
、
お
た
ふ
く
が
右
手
に
剣
を
も

ち
、
左
手
に
小
児
を
か
か
え
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
お
た
ふ
く
が
、
天
帝
を
表
し

て
い
た
。
こ
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
み
つ
き
は
浴
水
登
山
の
修
行
を
お
こ

な
い
、
天
帝
に
念
じ
る
よ
う
に
な
り
、
加
持
祈
祷
の
験
力
、
予
知
の
霊
力
は
一
段
と

進
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

き
の
は
、
夫
が
亡
く
な
っ
た
後
に
稲
荷
明
神
下
げ
を
職
業
に
し
、
神
職
の
と
こ
ろ

に
入
門
し
て
い
た
が
効
果
な
く
、
み
つ
き
を
師
匠
に
し
た
。
み
つ
き
は
、
人
に
見
ら

れ
な
い
よ
う
に
浴
水
登
山
の
修
行
を
お
こ
な
い
、
不
動
心
を
身
に
つ
け
れ
ば
、
秘
伝

を
授
け
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
き
の
は
、
み
つ
き
の
言
う
通
り
に
二
年
間
、
修
行
を

重
ね
て
、
不
動
心
を
身
に
つ
け
た
。
み
つ
き
は
、
き
の
を
京
屋
わ
さ
の
と
こ
ろ
へ
連

れ
て
行
き
、
軍
記
に
会
わ
せ
た
。
軍
記
が
広
げ
た
天
帝
画
図
に
、
き
の
は
右
手
の
指

を
切
っ
て
血
を
注
い
だ
。
き
の
自
身
は
、
軍
記
と
話
を
交
わ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

翌
日
に
み
つ
き
か
ら
、
天
帝
を
念
じ
て
セ
ン
ス
マ
ル
ハ
ラ
イ
ソ
と
陀
羅
尼
を
唱
え
る

こ
と
、
紙
で
人
形
を
つ
く
っ
て
、
加
持
祈
祷
、
吉
凶
判
断
に
使
う
よ
う
に
教
え
を
う

け
た
。
き
の
は
、
加
持
祈
祷
の
折
に
秘
か
に
天
帝
を
祈
念
す
る
と
、
難
病
の
者
で
も

平
癒
す
る
と
い
う
奇
跡
を
何
度
も
経
験
し
、
天
帝
へ
の
信
仰
を
深
め
た
。

　

さ
の
は
、
き
の
の
門
弟
で
あ
っ
て
、
み
つ
き
の
孫
門
弟
に
あ
た
っ
た
。
き
の
に
言

わ
れ
て
、
日
夜
浴
水
の
修
行
を
怠
る
こ
と
な
く
、
不
動
心
を
養
っ
て
い
た
。
き
の

は
、
さ
の
に
天
帝
の
秘
法
を
授
け
た
。
セ
ン
ス
マ
ル
ハ
ラ
イ
ソ
の
陀
羅
尼
を
唱
え
る

こ
と
、
病
気
加
持
祈
祷
で
は
、
人
形
チ
（
ひ
と
が
た
ち
）
を
清
浄
な
紙
で
し
つ
ら
え

て
、
姓
名
年
を
人
形
チ
の
う
ら
に
書
い
て
板
に
貼
り
付
け
て
、
痛
い
と
こ
ろ
に
大
釘

を
打
ち
込
み
、
病
気
平
癒
が
か
な
う
ま
で
深
夜
、
人
形
チ
に
水
を
か
け
て
、
天
帝
如

来
に
祈
念
す
る
こ
と
を
、
さ
の
は
き
の
か
ら
教
え
て
も
ら
う
。
し
か
し
き
の
は
天
帝

画
像
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
さ
の
は
、
天
帝
画
像
を
見
る
機
会
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
人
形
遣
い
の
一
座
が
長
崎
に
行
く
の
に
便
乗
し
て
、
踏
絵
の
天
帝

を
見
る
た
め
に
長
崎
に
行
っ
た
。
所
役
人
が
旅
籠
の
客
に
も
踏
絵
を
さ
せ
て
お
り
、

さ
の
も
踏
絵
を
し
て
、
踏
絵
に
描
か
れ
た
天
帝
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
記
憶
に
収
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
秘
法
の
伝
授
に
際
し
て
、
天
帝
画
像
を
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た

さ
の
は
、
踏
絵
の
画
像
を
見
て
満
足
し
た
の
で
あ
っ
た
。
み
つ
き
、
き
の
と
同
様

に
、
さ
の
も
天
帝
に
祈
念
す
る
以
上
、
天
帝
画
像
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
言
い
方
を
か
え
れ
ば
、
さ
の
は
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
る
た

め
に
、
長
崎
に
行
っ
て
踏
絵
を
実
見
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
行
為
が
、
踏
絵

制
度
の
趣
旨
か
ら
見
る
と
、
踏
絵
を
踏
ん
だ
故
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
い
こ
と
の

証
に
な
っ
た
。
老
中
、
評
定
所
の
幕
閣
は
、
さ
の
の
行
為
に
困
惑
し
て
、
そ
の
事
実

が
外
部
に
洩
れ
る
こ
と
を
極
力
恐
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

幕
府
の
処
罰
は
、
こ
の
事
件
関
係
者
に
対
し
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
軍
記
は

す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
み
つ
き
、
き
ぬ
、
さ
の
、
平
蔵
、
桂
蔵
、
顕
蔵
の
六
名

が
、
大
坂
三
郷
町
中
引
き
回
し
の
上
、
磔
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
家
族
、
親

族
が
処
罰
の
対
象
に
な
っ
た
が
、
寺
請
寺
院
の
僧
侶
、
土
御
門
家
配
下
の
陰
陽
師
、

竹
内
近
江
も
処
罰
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
に
留
意
を
し
て
お
き
た
い
。
キ
リ
シ
タ
ン

発
覚
の
事
件
で
あ
っ
た
の
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
取
締
り
の
責
任
者
と
し
て
僧
侶
が
処
罰

さ
れ
て
、
み
つ
き
が
陰
陽
師
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
指
導
し
て
い
る
は
ず
の
竹
内

近
江
が
責
任
を
問
わ
れ
た
。
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天
主
教
と
女
陰
陽
師
（
林
）

　

幕
府
は
、
寺
請
寺
院
の
僧
侶
の
責
任
と
、
本
所
支
配
の
末
端
を
担
っ
た
陰
陽
師
の

責
任
を
追
及
し
、
寺
請
制
度
、
本
所
支
配
の
制
度
に
委
ね
た
人
別
掌
握
と
い
う
業
務

を
再
確
認
さ
せ
、
秩
序
の
回
復
を
は
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

注（
1
） 

村
山
修
一
『
日
本
陰
陽
道
史
話
』（
大
阪
書
籍
、
一
九
八
七
年
）
三
頁
。

（
2
） 

林
淳
『
近
世
陰
陽
道
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
五
九
〜
六
〇
頁
。

（
3
） 

同
右
、
六
三
頁
。

（
4
） 

同
右
、
一
六
四
頁
。

（
5
） 

同
右
、
一
六
四
頁
。

（
6
） 

梅
田
千
尋
『
近
世
陰
陽
道
組
織
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
二
三
五

〜
二
六
三
頁
。

（
7
） 

文
政
期
京
坂
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
に
つ
い
て
は
、
幸
田
成
友
「
大
塩
平
八
郎
」（『
幸
田

成
友
著
作
集
』
第
五
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
）、
海
老
沢
有
道
『
維
新
変
革

期
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
新
生
社
、
一
九
六
八
年
）、
山
根
智
代
美
「
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
氏

に
お
け
る
京
坂
切
支
丹
一
件
の
意
義
」（『
大
塩
研
究
』
十
九
号
、
一
九
八
五
年
）、
藤

原
有
和
「
大
塩
平
八
郎
と
「
邪
宗
門
一
件
」」（『
関
西
大
学
人
権
問
題
研
究
室
紀
要
』

十
三
号
、
一
九
八
六
年
）、
中
川
す
が
ね
「
近
世
大
坂
地
域
の
稲
荷
信
仰
」(

『
国
際
交

流
フ
ォ
ー
ラ
ム　

近
世
の
大
坂
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年)
、
関
民
子
「「
邪

宗
門
一
件
」
に
見
る
男
女
の
諸
相
」（『
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
み
る
日
本

の
歴
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）、
大
橋
幸
泰
「
文
政
京
坂
「
切
支
丹
」
考
」

（『
日
本
歴
史
』
六
六
四
号
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

（
8
） 

「
文
政
十
二
年
切
支
丹
始
末
」『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
一
巻
（
三
一
書

房
、
一
九
七
〇
年
）
六
四
頁
。
引
用
に
際
し
て
は
、
現
代
語
に
直
し
た
。
そ
の
他
に

「
邪
宗
門
一
件
書
留
」（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
）
を
参
照
し
た
。

（
9
） 

同
右
、
六
四
頁
。

（
10
） 

同
右
、
五
八
頁
。

（
11
） 

大
橋
幸
泰
「（
史
料
紹
介
）
大
坂
切
支
丹
一
件
」（『
研
究
キ
リ
シ
タ
ン
学
』
四
号
、

二
〇
〇
一
年
）
一
二
〇
頁
。

（
12
） 

渡
辺
敏
夫
『
近
世
日
本
天
文
学
史
（
上
）』（
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
八
六
年
）
九
一

頁
。

（
13
） 

『
徳
川
実
記
』。

（
14
） 

注（
3
）に
あ
る
関
民
子
論
文
。

（
15
） 

注（
11
）と
同
じ
、
八
九
頁
。

（
16
） 

注（
11
）と
同
じ
、
九
一
頁
。

（
17
） 

注（
3
）に
あ
る
山
根
智
代
美
論
文
。

（
18
） 

注（
8
）と
同
じ
、
五
九
頁
。

（
19
） 

注（
11
）と
同
じ
、
九
八
〜
一
一
七
頁
。

（
20
） 

セ
ン
ス
マ
ル
ハ
ラ
イ
ソ
は
、
も
と
は
イ
エ
ズ
ス
・
マ
リ
ア
・
パ
ラ
イ
ゾ
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
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